
 
 

 

 
 

 

 

 

 
        

地震だ！ 津波が来る？！ さあ、どうする？！ 
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はじめに 
 
 
2011 年３月 11 日の東日本大震災では、観測史上最大の津波が襲来し、多くの尊

い命が失われました。 
「自らの判断で、自分の命を守る行動」をとれるよう、地震や津波についての正

しい知識と避難行動の方法を身に付けておくこと。――これが、震災の最大の教訓

といってもよいのではないでしょうか。 
そこで、地震発生から津波襲来まで想定される時間内で津波から避難する行動の

シミュレーションを行う新しい形のワークショップを提案します。生徒同士が限ら

れた時間の中で話し合いながら避難行動を判断していくことで、「率先避難」の大

切さについて自ら考えるきっかけをつくることを目指します。 
本ワークショップのシナリオは、2014 年 10 月と 2015 年７月に沖縄県立球陽高

校と沖縄気象台が連携して実施したワークショップをもとにしています。シミュレ

ーションの方法は同校地学担当教諭（現コザ高校教諭）の永井秀行先生の発案によ

るもので、津波防災の普及啓発を推進する気象庁内においても高く評価されていま

す。 
本ワークショップが普及することにより、生徒たちが津波からの避難について真

剣に考え、また先生方や各学校におかれても適切な避難計画を準備する契機となる

ことを願ってやみません。 
 本マニュアルは学校でのワークショップを念頭に作成されたものではあります

が、防災関連団体・機関等の防災研修においても本マニュアルに掲載した進行や手

法は教材のヒントになるものと思います。参考資料としてご活用いただければ幸甚

です。 
 最後となりましたが、本ワークショップの球陽高校での実施に多大なご協力をい

ただいた沖縄県立球陽高校の永井先生はじめ諸先生方、沖縄県教育委員会、同教育

事務所の皆様方に、心より感謝申し上げます。                            

監修：平成２８年３月 永井秀行・沖縄気象台 
 

平成 28 年に作成された「津波避難授業普及版マニュアル」および「津波避難授

業プレゼンテーション」をベースとして、内容の改訂・新規作成を行って更新しま

した。 
改訂：令和８年３月 沖縄気象台 
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 ここでは、本ワークショップの目的、具体的な目標、大まかなワークショップ

の流れ、必要な物（道具）などについて説明します。 

 

 

１ 本ワークショップの目的 

 津波が襲ってくるかもしれないような大きな地震が突然発生したとき、どうすればよい

のか？ 
津波から自分と周りにいる人の命を守るために、具体的な場面を想定した避難行動を疑

似体験し、生徒同士の話し合いを通して、津波の性質をふまえた的確な避難行動がとれる

よう、自ら考えるきっかけをつくることが、この「津波避難」ワークショップの目的です。 
 
  

Ⅰ 準備編 
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２ 具体的な学習目標 

 本ワークショップではまず、（１）に示す地震から身を守るための最も基本的な行動につ

いて学びます。 
津波については、（２）に挙げる性質①～性質⑤について演習と解説を通して学び、それ

ぞれの性質を踏まえた避難行動のあり方について考えていきます。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 
※本ワークショップでは以上のような最も基本的な行動を学ぶことで十分と考えますが、地震か

ら身を守る行動についてより詳しく学習したい場合は、以下のサイトを参考にしてください。 

○ 気象庁 HP より「緊急地震速報を見聞きしたときは」  

   http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/koudou/koudou.html 

○ 消防庁 HP より「防災マニュアル －震災対策啓発資料－」 

   https://www.fdma.go.jp/relocation/bousai_manual/index.html 
 

  

（１）地震から身を守るための基本を学ぶ 

 
○ 地震による大きな揺れを感じたとき、（揺れを感じる前でも）緊急地震

速報を見聞きしたときは、あわてず、まず身の安全を確保する行動をと

る。 

  ※津波から避難する場合も、まず地震から身を守ることが先です。 

 

（解説） 

「身の安全を確保する行動」とは・・・ 

(1)家庭では 

・頭を保護し、じょうぶな机の下など安全な場所に避難する 

・無理に火を消そうとしない 

・あわてて外へ飛び出さない 

(2)屋外では 

 ・ブロック塀などの倒壊に注意する 

 ・看板や割れたガラスの落下に注意する 

 

Ⅰ 準備編 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/koudou/koudou.html


Ⅰ 準備編 

5 
 

Ⅰ 準備編  

 

具体的な目標（つづき） 

（２）津波の特性（性質①～⑤）を知ったうえで 

的確な避難行動とは何かを考える 
 

性質①：津波はものすごいスピードで襲ってくる 

⇒ すぐ避難！ 高いところへ！ より高いところへ！ 

・ただちに、自分から率先して避難する。できるだけ周りの人にも避難をよびかける。 

（注意）地震の大きな揺れがあるうちは、あわてず身の安全を確保し、揺れがおさまってから避難する。 

・高いところ（高台、避難ビルなど頑丈な建物）をめざして避難する。 
・ここなら安心と思わず、より高い場所をめざして避難する。 
・津波警報を見聞きしたら、ただちに避難する。 
・「引き潮」からとは限らない。最初から「押し波」の場合も。 
 

性質②：津波は遠くまで（地球の裏側までも）伝わる。揺れが弱くても、揺

れが無くても津波が襲ってくることがある 
⇒ 弱くてもゆっくりした長い時間揺れを感じたら、揺れてなくても津波警報を見 

聞きしたら、すぐに避難する 

（解説）大津波を起こす巨大地震の揺れの周期は長く、遠くまで揺れが伝わります。 
 
性質③：津波の破壊力はすさまじい 
     高さ 50cmの津波によって大人でも押し流される 

  ⇒ 津波警報はもちろん、津波注意報を見聞きしたらすぐに海岸から離れる。 
 
性質④：Ｖ字型の湾の奥や河川の近く、岬の先端などでは津波が高くなる 
 ⇒ 標高の低い川に沿って避難するのではなく、川から離れた標高の高い場所へ避難 

する。 
 

性質⑤：津波はくりかえしやって来る。後から来る津波が大きいことも。  

 ⇒ 津波警報が解除されるまでは避難を続ける。 
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Ⅰ 準備編          （具体的な目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足説明） 

本ワークショップで直接扱うテーマではありませんが、気象台の発表する津波

警報と注意報のちがいを理解することも重要です。生徒から質問があった場合

は、以下のとおり、適切な避難行動について説明してください。 
 

大津波警報・津波警報 ⇒ ただちに、より高い場所に避難 

海岸から離れた場所でも、標高の低いところは津波に襲われるおそれがある。 

              

津波注意報 ⇒ ただちに海から上がって、海岸から離れる 

海岸や河川から離れた場所では、特に避難行動をとる必要はありません。 

津波注意報が津波警報に切り換えられる場合もあるので、津波に関する情報

には引き続き注意して下さい。 

  

（３）津波警報・注意報について理解を深める 

 津波が発生し被害のおそれがある場合、地震発生後３分を目途に気象庁は津

波警報や津波注意報を発表します。予想される津波の高さは下表のとおりです。細

かい数値まで覚える必要はありませんが、表の右に示した「とるべき行動」は本ワー

クショップを機会に理解を深めてもらいたいところです。 

 
 
 
 
 
ただちに高台や避難ビルなど安

全な場所に避難する 

 
 
海の中にいる人は、ただちに海

から上がって、海岸から離れる 
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３ ワークショップの概要と流れ 

 １グループ４名程度のグループ（大人２名、子ども（幼児）１名、高齢者１名という設

定）で地図上の避難シミュレーションを行います。 
 
・シミュレーションは、地震発生から津波襲来まで、実際に想定される時間とほぼ同じ時

間経過で行います。 
・気象台から発表される地震や津波に関する情報が、実際に想定されるタイミングで次々

とスクリーンに表示されるので、これらの情報から状況を把握します。 
・「３分間で 100ｍ以内の移動」という条件の下、各グループで状況に応じてどう行動すべ

きかを、グループ内での話し合いによって判断し、３分毎に地図上を移動していきます。 
・行動・判断・話し合いで出た意見などをワークシートに記録していきます。 
  

終了後、各グループの到達地点と、想定される津波浸水域を重ね合わせ、避難行動につ

いて発表を行います。 
 

 

ある晴れた穏やかな日、 

沖縄県内のとある海岸近くの場所で、のんびりと休日を楽しんでいた。 

突然、スマートフォンから耳慣れない緊急地震速報の警告音。ほどなく地震

の大きな揺れに見舞われる。すごい揺れ。道路がうねり、立っているのがやっ

とだ。 

「もしかして津波が来る？！」 

交通手段はない。徒歩で避難するしかない。小さな子どもと高齢者がいるの

で３分間で 100m（※）進むのがやっとだ。 

やがてスマートフォンの画面には、気象台から発表される情報が次々と表示

される。 

地震の大きな揺れから 21 分後、津波の第一波が押し寄せた。 

はたして、無事に避難できたのか？ 

 
※国土交通省都市局「津波避難を想定した避難路、避難施設の配置及び避難誘導について」（2013 年

4 月発表）によると、徒歩による避難速度は、全歩行者の平均で 2.24km/h、「乳幼児や高齢者など歩

行者速度が遅い同行者がいた」場合は平均 1.66km/h だったとのことです。ここでは、計算を簡単に

するために、２km/h とします。 
   



Ⅰ 準備編 

8 
 

（大まかな流れ） 括弧内の時間は、50 分間で行う場合の目安 

事前準備： 資料・道具の配布、パソコン・スクリーンなど機材設定 
 

 グループ分け〔１グループ４名程度〕        （できればワークショップ前に）  
     ↓ 

 導入 （東日本大震災を想起させるなどして「津波」に意識を向かせる）（2 分） 
     ↓ 
  本時の説明 （ワークショップの流れ、避難シミュレーションのルール説明）（7 分） 
     ↓ 

  避難シミュレーション （14 分） 

   ・緊急地震速報、震度速報、大津波警報、津波情報など気象台から発表される情

報を、実際に巨大地震が発生した場合に近いタイミングで次々とスクリーンに

表示する。 
   ・生徒は情報を見ながら、どう行動すればよいのか、グループで話し合い判断す

る。 
   ・避難行動は、基本的に３分毎に地図上で 100m 以内の距離を移動していく。 
             ↓ 
   地震の大きな揺れから 21 分が経過したところで津波襲来。避難行動は終了。 
    
          
     ↓  

 各グループの到達地点を重ねるハザードマップ上にプロットし、津波浸水想定域*を
重ねる。 

発表準備 （各グループで何を発表するかを話し合う）        （5 分） 
    ↓ 
 発表 （避難行動の経過、判断の根拠、話し合ったこと）       （12 分） 

※適宜、意見交換、教師のコメント 
     ↓ 
  解説・まとめ（津波の性質とそれをふまえた避難行動のポイント）   （7 分）          

     ↓ 
   アンケート （※必要に応じて）                 （3 分）      

  
＊津波浸水想定域：重ねるハザードマップにおいての津波浸水想定（平成 27 年３月沖縄県作成）を

表示。          表示方法は p.11 参照。 
沖縄県の津波浸水想定は重ねるハザードマップを参照 https://disaportal.gsi.go.jp/maps/ 
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４ 津波避難シミュレーションを行う場所の選定 

 本ワークショップでは、沖縄県内のある地域を想定し、その場所に出かけていて地震の

大きな揺れに見舞われたとき、津波に備えてどのような避難行動をとるかを地図上でシミ

ュレーションします。 

（１）地域の選定 

 避難行動の道のりは 700ｍ以内となります。そのため、２～３km 四方の領域を取るのが

適当です。地域の選定は、次のような観点で行ってください。 

ア 海に面した地域であり、適度な起伏があること （必須） 

  ※海岸付近が津波の危険性が最も高いため、いかに海岸から離れ、高い場所へ避難するかが

重要なポイントとなります。 

イ 学校の近く、または生徒が住んでいる地域など、生徒が身近に感じられる地域 

  ※学校が標高の低い場所にある場合は、実際の避難行動にも役立てることができます。身近

な地域が海のない標高の高い場所であるときは、ウを参考に別の地域を選んで下さい。 

ウ Ｖ字型の湾、平野部など特徴的な地形をもった地域 

  ※Ｖ字型の湾の奥では津波の高さが非常に高くなります。また、標高の低い平野部では、比

較的広い範囲に津波が押し寄せます。それぞれ避難経路に工夫が必要なため、効果的なワ

ークショップを行うことができます。 

 全グループで同一地域としても、グループ分けして複数の地域としても構いません。特

徴の異なる２つの地域を対比させることも津波の性質を理解させる上で効果的です。 

（例）40 名のクラスで、４名ずつの 10 グループを５グループずつの２つに分け、それぞれＶ字型湾
の地形の地域Ａ、平野部の地域Ｂを割り当てる。 

 

本マニュアル付属の地域（那覇市奥武山）をそのまま利用することもできます。 

 

（２）スタート地点の決定 

 本ワークショップの津波避難シミュレーションは、想定される地震発生から津波襲来ま

での限られた時間内で行います。スタート地点の決定はとても重要です。 

●スタート地点から道のり 700ｍ以内にある程度高い場所（概ね標高 10ｍ以上、地形によっ

ては標高 40ｍ以上）がないと、どんなに頑張っても津波浸水想定域の外に到達できない。 

●スタート地点自体が高い場所、またはすぐに高い場所へ行けるようだと、ほとんど動かな

くても避難完了となる。 

 したがって、700ｍ移動すれば何とか津波浸水想定域外の高い場所に行けるというあたり

の地点が最適です。 

重ねるハザードマップ（https://disaportal.gsi.go.jp/maps/）において津波浸水想定域を表示し、検討する

とよいでしょう。 

 

 

https://disaportal.gsi.go.jp/maps/
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５ 準備する物 

 本ワークショップを効果的に実施するためには、概ね以下の物を準備する必要がありま

す。準備が困難な場合でも代替品や方法の変更などを工夫すれば実施は可能でしょう。 

 

（１）津波避難シミュレーションで生徒が使う道具 

ア 地図  （必須、各グループ１枚ずつ） 

選定した地域の地図を準備します。地図は、国土地理院の「地理院地図」を推奨しま

す。地理院地図 HP（http://maps.gsi.go.jp） からダウン

ロードしてください。 
・縮尺は、地図の左下にスケール 100m または 200ｍ程

度が表示されるものがよいです。 
  
 

・地図の作成および印刷するには、別添の「地図簡易マ

ニュアル」を参照してください。 
・用紙サイズは A3 横（標準）または、A3 横（高画質） 

  を 2 枚貼り合わせて A2 サイズとすればグループで見 
やすくなります。 

 
（注意）使用した地理院地図を報告文書等に掲載する場合

は、出典名を「地理院地図」として明記して下さい。 
※「電子国土 web」は旧名称です。 

 
イ 記録用ワークシート （各グループで１枚ずつ） 

 避難行動を記録するためのワークシートを準備します。地震の発生直前に発表される

緊急地震速報、大地震の発生、震度速報、大津波警報、・・・発表された情報から、何を

どのように判断し、どう行動したのか、シミュレーション終了後の発表や事後の振り返

りに役立てるために、生徒自らが行動を記録していきます。 

  ワークシートは、「Ⅲ 資料編」で詳しく説明します。別添のファイル（パワーポイント.ｐｐｔ）を利

用してください。 

 

ウ 各グループの避難経路を表示するためのシール （各グループ 7枚ずつ）  
  避難シミュレーションの各グループの避難経路を地図上に表示するためのシールを準
備します。たとえば丸いシール（直径約 15 ㎜）に時系列の番号（①～⑦）を記入したも
のなどが挙げられます。    

 
 エ 距離をはかる目安となる「ひも」（各グループ１本ずつ） 

  地図の縮尺に合わせて距離 100m 毎に印が付けられる「ひも」を準備します。 

http://maps.gsi.go.jp/
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  オ その他 
  筆記用具やノートなど、通常のワークショップで使う物を用意してください。 
 
 
（２）津波に関する情報表示、生徒の発表、教師による解説を効果的に行うための機材 

 ア プレゼンテーション用の機材と教材 

 気象台の発表する情報をクラス全体に見せること、生徒の発表、教師による解説など

を行うために、液晶プロジェクター、スクリーン、パソコン、スピーカなど、一般的なプ

レゼンテーションに使用する機材を準備することを推奨します。 
気象台ホームページから提供する PDF ファイルをパソコンにダウンロードして活用

してください。 
少人数で行う場合は、情報を音声で伝え、地図等を掲示する方法でも可能でしょう。

その場合は、これらの機材は必ずしも必要ではありません。 
 
 イ 発表・解説のための地図（シミュレーションの対象地域（事例）毎に１枚） 
 避難シミュレーションで各グループが到達した地点をクラス全体で共有するための地

図を準備します。各グループで使用する地図を「重ねるハザードマップ」上に避難経路

をプロットして画面に表示するか、津波避難シミュレーションで使用した地図（A3 サイ

ズを 2 枚貼り合わせた地図）を掲示する方法があります。 
 
 ウ 津波浸水想定域を地図に重ね合わせて表示させる方法 

  津波浸水想定域の範囲を重ねるハザードマップの災害種別・津波を選択して表示し、

避難経路をプロットした図に重ね合わせます。重ねるハザードマップにおける津波浸水

想定域は、沖縄県が平成 27 年に作成した津波浸水想定の図となっています。 
＊沖縄県津波浸水想定について（平成 27年３月） 

http://www.pref.okinawa.lg.jp/site/doboku/kaibo/h27tunami/h27tunami_a.html 

 
また、避難経路をプロットした図に津波浸水想定域を重ねる方法は別添「地図作成簡

易マニュアル」にあります。 
 
 エ 緊急地震速報の警告音 

緊急地震速報の発表を告げるときに、携帯電話・スマートフォンの警告音を使用する

と効果的です。緊急地震速報の音といえばＮＨＫテレビ・ラジオの報知音（チャイム

音）が思い浮かびますが、本ワークショップでは戸外にいる設定であり、生徒が今後も

日常的に接する機会が多いと考えられることから、教育効果が大きいと期待されます。 
 
 
 

http://www.pref.okinawa.lg.jp/site/doboku/kaibo/h27tunami/h27tunami_a.html
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警告音の利用方法としては、著作権保護の観点から音源ファイルをパワーポイントに組み

込むのではなく(※)、携帯電話やスマートフォンで直接音を鳴らす方法を推奨しま

す。予め携帯電話やスマートフォンで以下の各携帯電話会社の緊急地震速報のサイトにア

クセスしておき、すぐに音が鳴らせるように準備しておいてください。 
 

◇ＮＴＴドコモ：https://www.nttdocomo.co.jp/service/safety/areamail/earthquake_warning/ 

◇ａｕ：http://www.au.kddi.com/mobile/anti-disaster/kinkyu-sokuho/jishin-sokuho/ 

◇ソフトバンク：http://www.softbank.jp/mobile/service/urgent_news/about/eew/ 

 

※ この警告音は株式会社 NTT ドコモの著作物であるため、音源ファイルを無断でダウ

ンロードして使用または貸与、配布することは著作権法で禁止されています。 
 

https://www.nttdocomo.co.jp/service/safety/areamail/earthquake_warning/
http://www.au.kddi.com/mobile/anti-disaster/kinkyu-sokuho/jishin-sokuho/
http://www.softbank.jp/mobile/service/urgent_news/about/eew/
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Ⅱ ワークショップシナリオ編 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

ここでは、実際のワークショップの流れ

や 

留意すべきポイントを詳しく説明しま

す。 

 
 



Ⅲ 資料編 

14 
 

 

１校時（50 分）のシナリオ 
※（ ）内の時間は目安です。 

   

 

１ 事前準備 （可能な限り、ワークショップ開始前の休み時間等に） 

（１）機材のセッティング 

パソコン、液晶プロジェクター、スクリーン、スピーカなど可能な範囲でプレゼンテー

ション用の機器を設置します。少人数のワークショップで使用しない場合は、特に必要あ

りません。 
 
（２）教室の机・椅子の並べ替え 

１グループ４名程度で話し合いがしやすいよう、必要に応じて教室の机・椅子を並べ替

えます。教室の時計はシミュレーションの時刻と紛らわしいので外します。 
 

（３）避難シミュレーションに必要な道具の配置 

①地図、②グループの記録、③避難経路を表示するためのシール、④距離の目安となる

紐を各グループの机に１つずつ配布しておきます。 
 
 

２ グループ分けの指示（できればワークショップ前に） 

 津波避難シミュレーションで行動する単位となるグループ（班）の人数は４名が標準で

す。もちろん、クラスの人数によって３名または５名のグループとなっても構いません。 
グループ単位で向かい合って話し合いが出来るよう適宜、席の移動を指示してください。 

 ワークシートに行動を記録していく記録係とグループ発表を行う発表者を各グループで

一人ずつ決めてもらいます。 
 
 

３ 導入  （ここまで２分）    表示するパワーポイントのスライド番号→  〔スライド１〕 

 津波からの避難をテーマとしたワークショップであることに関心が向くよう、導入して

いきます。 
（例）「今日は津波をテーマとした特別なワークショップを行います。」 

  「東日本大震災に関するニュースを見たことがある人？」（おそらくほとんどの生徒の手が挙

がる。） 「あの日以来、津波への関心が高まったと思います。」 
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  「そこでこの時間は、グループに分かれて、津波からどのように避難したらよいか、

皆さんに考えて行動してもらうワークショップを行います。」 

 

４ 本ワークショップの説明 （７分）                         

かぎ括弧「・・・」は説明の一例です。 

 

（１）本ワークショップの流れの説明               〔スライド３〕 
 まず、ワークショップの流れについての説明です。 

「今日のワークショップの流れは、まずこの後の避難行動シミュレーションのルール

を説明、次に避難シミュレーション、そのあとグループで発表してもらいます。最後

に津波の特性などについてお話します。」 

 
 
（２）避難シミュレーションのルール説明 

 

 ☆重要☆ 
避難シミュレーションの方法について丁寧にわかりやすく説明し、生徒に

しっかり理解してもらうことがワークショップを成功させる重要なポイント

です（事前にルール説明を配布しておくことも一案です）。 

 

 

（現在いる場所）                          〔スライド８〕 
 「左側の列のグループは○○にいます。右側のグループは□□にいます。」 

「地図上のスタート地点に印を付けていますので、確認してください。」 
 

 

 「これがスタート地点付近の写真です。このような風景ですね。」     〔スライド９〕 

※スライドは一例です。選定した地域に合わせて差替えてください。 

※スライドの写真は、Google のストリート・ビューからの転載です。本ワークショップ以外に転

用することは控えてください。 

 
（グループ構成）                        〔スライド 11〕 

 「グループ構成は、大人２名、子ども（幼児）１名、高齢者１名とします。（誰が子ども

や高齢者になるかは気にしなくてよいです。）」 
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（移動方法）                          〔スライド 13〕 

 「移動手段は徒歩です。移動速度は、東日本大震災で子どもや高齢者と逃げたときの平

均速度から、約２km/時※とします。道路では３分間で 100ｍしか移動できません。」 

「ひもの長さを確認して下さい。目盛りの一つ分が 100ｍで、３分間でこの長さしか移動で

きません。」 

 

 ※国土交通省都市局「津波避難を想定した避難路、避難施設の配置及び避難誘導について」（2013
年 4 月発表）によると、徒歩による避難速度は、全歩行者の平均で 2.24km/h、「乳幼児や高齢者

など歩行者速度が遅い同行者がいた」場合は平均 1.66km/h だったとのことです。ここでは、計

算を簡単にするために、２km/h とします。 
 
 
「道のない山を登る場合は、３分間で等高線 10ｍ以内とします。」     〔スライド 15〕 

 

特定の建物への避難を指定することもできます。その場合、予め地図上で場所を

説明してください。また、上り下りにも３分／階の時間がかかるものとします。 

ビル１階分の高さは大体４メートルですから、10メートルの津波で４階以上に避

難することが必要です。 

（例）「民間のビルやマンションは避難者で満員ですが、学校など公共の施設への

避難は可能とします。この地域では○○小学校と○○市役所があります。」 

  「東村有銘では、２階建ての有銘小中学校に避難が可能です。」 

  「建物の１階分上り下りするには、３分かかります。」 
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（作業の流れ）                         〔スライド 20〕 

「これからの流れを説明します。」 
「①スクリーンに気象台からの情報を次々と表示します。」 

「②情報を見て考え、判断し、行動してください。」 

「③判断の過程はワークシートにメモしてください。表の左端の列が時刻、次の列が移動

距離、その次の列が情報です。該当項目に○を付け、重要と思った情報はメモしてくださ

い。次の列は判断したことに○を付けてください。右の列には、どこに向かってどのよう

な行動をすることに決めたか、話し合いで出た発言をメモしてください。」 

 
「④『移動する判断』をしていたとき（３分前にワークシートの『移動』に○）は、次の

『３分経過の合図』のときにひも
．．

の長さを使って 100ｍ以内で移動させてください。移動す

る判断をしていなかったときは、スタート地点にシールを貼ることになります。」 

 

「目指した場所に到達しなくてもよいです。どのような場所を目指したかという考え方が

大事です。」 

 

「以上でシミュレーションの方法（ルール）の説明は終わりです。質問はありませんか？ 

スタートすれば、途中で時間を止めないでどんどん進めます。先生からはアドバイスはあ

りません。皆さんの話し合いで進めてください。」 
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５ 避難行動シミュレーション （14 分）               〔スライド 21-36〕 

 さあ、いよいよ避難行動シミュレーションの開始です。ここからはタイムスケジュールどお

り、待ったなしで進行します。緊急地震速報のスライドからはパワーポイントのスライドは時

間に合わせて自動的に切り替わります。また、効果音も組み込んであります。事前に動作確認

をしておいてください。 
 先生は、進行の合図と情報のナレーションを行うだけで助言は一切しません。生徒がグルー

プで話し合い、自ら判断して行動を決めます。生徒からの質問に対しては、ルール説明にとど

めてください。 
 以下にタイムスケジュールを示します。 
表の左端は、地震の揺れからの時間経過です。想定する大きな地震動（地震による揺れ）が

発生した時点を基準とし、その直前から開始します。なお、ワークショップ時間が限られてい

るため、後半は３分を１分に短縮して行います。（ ）内にはその短縮した時間を示します。教

室でのシミュレーション作業は、この（ ）内の時間で進行します。 
進行の各段階を水色の標題で表示しています。他の色は気象台から発表される地震や津波に

関する情報です。情報はスマートフォンの画面に見立てたスクリーンに映し出します。 
標題の次は、気象台の発表する情報の内容や進行について先生が読み上げる台詞です。 
囲みでそれぞれの段階において作業をスムースに進めるための留意点を記しました。 

 
 

地震動発
生からの 
時間経過 

分：秒 

進行（発表される情報名）            
   ファシリテーターによるナレーション 

 

                          

－1:00 
 
大 き な 地
震 の 揺 れ
が 始 ま る
約１分前 
 
 
 
 
 

作業の開始                    〔スライド 22〕 
 

では、シミュレーションを開始します。時刻はもう少しで 10 時（※）

になるところです。 

穏やかなある日、皆さんは海の近くでのんびりと休日を楽しんでいま

す。雑談をして過ごしてください。 

 
 
 
 
 
 

留意点 

※想定する時刻は、何時でも構いません。地震の強い揺れの
発生を基点とした分：秒がはっきりわかればよいです。 

 
・平穏な日常の中で、突然地震はやってきます。 
生徒にはまずはリラックスした普段どおりの気分になっても
らい、次に突然やってくる「緊急地速報」を迎えます。 

（ 

凡 

例 

） 
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－0:30 
 

※緊急時

迅速報は

地震の大

きな揺れ

の数秒～

10 数秒程

度前に報

知されま

すが、メモ

の時間も

必要なた

め、30 秒

程度の時

間をとりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報                  〔スライド 23〕 
  携帯電話・スマートフォンの警告音を利用する場合 
   予め準備した携帯電話会社 HP のサイトで音を鳴らす。 

  おや？ 突然スマホから音が鳴っています。 

  

「緊急地震速報です。沖縄県で強い地震発生。 

  強い揺れに備えてください。」 

  

 いま、どのように行動しますか？ メモしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・緊急地震速報を聞いてすぐに動き出すのはかえって危険で
す。 
 まずは、「身の安全を確保すること」が大事です。 
 
・外にいることを想定しているので、例えば「周囲に（ブロック
塀など）倒れそうなものがないか確認した」「道路にしゃがんで転
ばないよう気をつけた」「地震にそなえて身構えた」など、何でも
よいので、まずは身を守るということを意識できれば、それで
よいと思います。 
 
・生徒は突然のことで、何をしていいのか、戸惑うかもしれませ
ん。実は、そこがねらいです。とっさの行動がとれるよう、日頃
からの防災訓練やイメージトレーニングの大切さを理解してもら

が大事 す  

  
）））緊急地震速報の報知音・警告音について 
 

緊急地震速報を知らせる音としては、ＮＨＫの報知音のほか
に携帯電話・スマートフォンからの警告音があります。本ワー
クショップでは、戸外にいる想定であり、今後も生徒が日常的
に接する機会が多いことから、この音を利用することは大きな
効果が期待できます。 
ワークショップでは、予め携帯電話やスマートフォンで各携

帯電話会社の緊急地震速報のサイトにアクセスしておき、すぐ
に音が鳴らせるように準備しておいてください。 
 （Ⅰ準備編 ５（２）オを参照） 

【注意】 警告音の音源ファイルを無断でダウンロードして使
用または貸与、配布することは、著作権法で禁止され
ています。 
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0:00 
 

地震の大きな揺れが発生        〔スライド 24〕 
                
 地震です！ ゆっくりと（*）大きく揺れています！ 

 立っていられないほどの大きな揺れです！ 
 
 いま、この状況でどう行動しますか？ メモしてください。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震の揺れが収まる             〔スライド 25〕 

 地震が発生してから 1分が経ちました。 

 揺れが収まってきました  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・地震の揺れで津波を察知してすぐに避難行動を始めようと考
える生徒もいるかもしれませんが、地震の大きな揺れが続いて
いる間は、まずは身の安全を確保することが大事です。地震発
生直後にどのような行動をとったかが、発表のときの一つのポ
イントになります。 
 
 身の安全を確保する行動は、具体的には緊急地震速報を見聞
きしたときと同様です。 
 
 
* 大津波を発生させる巨大地震は、振幅が大きく長い周期の揺
れをもたらすという特徴をもっています。 

・ここは、さりげなく言ってください。 
揺れが収まって安心するところですが、このような大きな地

震のあとには、津波襲来の可能性を想定し、ただちに避難する
行動を開始しなければなりません。ここで「ただちに避難だ」
と判断できるかがポイントです（避難を促すようなことはあえ
て言わないでください。） 
 
・巨大地震の場合は揺れが１分以上続く場合もありますが、時
間の都合上、1分とします。 
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1:30 

 
 
 
 
 
 
 

震度速報                      〔スライド 26〕 

震度速報です。 

「沖縄本島地方で強い揺れを観測しました。本島北部、本島中南部で震

度６強を観測しています。」（２回繰り返す） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3:00 
 
 

大津波警報                    〔スライド 27〕 

 大津波警報が発表されました。 

「沖縄本島地方に大津波警報。東日本大震災クラスの津波が襲来しま

す。ただちに避難してください。」（２回繰り返す） 

 

 

 

 

 

移動判断                      〔スライド 28〕 

 先ほどの地震の揺れから３分が経過しています。揺れが収まってすぐ

に移動しようと判断したグループは、100ｍ進んだ場所にシール①を貼

ってください。 

 （震度速報のところで判断したグループは、半分の 50ｍ移動です。） 

 移動しようと判断していなかったところは、動かさないでください。 

 
 
 
 
 
 
 

・気象台から発表される最初の情報です。各地域ごとに、観測
された最大震度のみを発表します。 
・情報の内容は、そのまま、しっかりと読み上げてください。 
 

・津波の有無についての情報はまだですが、先ほどの地震の揺
れ方から津波の襲来が判断され、情報を待たずにどんどん避難
すべきときです。（もちろん、助言は行わず、各グループの話し
合いを見守っていてください。 
 

・気象庁は地震発生から３分以内を目途に津波警報等を発表
します。マグニチュード８以上の巨大地震の場合は、このよ
うな表現で迅速な避難を呼びかけます。 
・大津波警報を２回読み上げ、そのまま続けて移動判断の説
明を行ってください。 
 

・最初シールを貼る肝心な場面です。前もって移動すると判断し
ていた場合のみ進んだ場所にシールを貼るというルールをしっか
り伝えてください。 
 

※正確には地震の揺れが収まってからは２分 30 秒で、83m の移動
となりますが、便宜上 100ｍの移動とみなします。 
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4:30 
 
 

津波情報（津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報） 

〔スライド 29〕 
 津波情報が発表されました。 

「津波の到達予想時刻は 10 時 20 分頃、予想される津波の高さは“巨

大”です。」（２回繰り返す） 

 気象台の情報はここまでです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6:00 
 
 

移動判断                      〔スライド 30〕 

地震から６分が経過しまし

た。先ほどの大津波警報のとき

に移動しようと判断したグル

ープは、100ｍ進んだ場所にシ

ール②を貼ってください。 

 移動しようと判断していな

かったグループは、同じ場所に

シール②を貼ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・津波情報で発表される津波の到達予想時刻は、およその目安
です。この時刻より早く津波が到達することもあります。 
 
・マグニチュード８以上の巨大地震については、ただちに避難
すべきことを切迫感をもって迅速に伝えるために、最初の情報
では津波の高さを「巨大」と表現します。 
 
・実際の津波が予想される場合には、さらに多くの情報が発表
されますが、生徒が情報にとらわれ過ぎずに、グループでの話
し合いを重視するために、気象台からの情報はこれが最後とし
ています。 

・２回目の移動です。３分前の大津波警報のときに移動を判断
していたグループのみ 100ｍ移動できます。 
 
・先生は情報の読み上げも終わり時間的余裕ができるので、各
グループの様子を見て回り、発表を行う班を決め、声をかけて
おいてください。 
 



Ⅲ 資料編 

23 
 

 
 

9:00 
 
 

移動判断                      〔スライド 31〕 

９分が経過しました。 

移動しようと判断したグループは、シール③を貼ってください。 

 

 
さあ、ここからは時間の関係で、３分を１分に短縮して行います。 

 

12:00 
(10:00) 

 

移動判断                      〔スライド 32〕 

12 分が経過しました。 

移動を判断した場合はシール④を貼ってください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

15:00 
(11:00) 

 

移動判断                      〔スライド 33〕 

15 分が経過しました。 

移動を判断した場合はシール⑤を貼ってください。 
 

18:00 
(12:00) 

 

移動判断                      〔スライド 34〕 

18 分が経過しました。 

移動を判断した場合はシール⑥を貼ってください。 
 

 

21:00 
(13:00) 

 

移動判断                      〔スライド 35〕 

（このスライドは 10秒間だけ表示され次へ切り換わりま
す。） 

 

・気象台からの情報もなく、このあたりは単調になってきま
す。先生は時間的余裕ができるので、各グループの様子を見
て回り、発表を行うグループ（時間的制約から２～３程度）
を決め、声をかけておいてください。 
 
・生徒からの質問に対しては、避難行動の助言は行わず、ル
ールの説明にとどめてください。 
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シミュレーションは以上です 

 

 
 

 

21 分が経過しました。 

移動を判断した場合はシール⑦を貼ってください。 
21:00 

(13:10) 

 

津波到達                      〔スライド 36〕 

 
津波の第１波が到達しました。 

これで避難行動のシミュレーションは終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下は、省略しても構いません） 

□□では、津波の高さ＊＊メートル、最大遡上高＊＊メートル、 

△△では、津波の高さ＊＊メートル、最大遡上高＊＊メートル 

に達した模様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

・この後最終到達点を確認していくので、シールを貼り付け
た地図を見せてください。 
 
・実際の津波の到達時刻は、沖縄本島内でも場所によってち
がいがありますが、便宜上、地震の揺れから一律 21 分とい
うことにします。 
 

・生徒達が避難行動を繰り広げたその場所における津波の高さ
や最大遡上高のデータを示すことはインパクトを与えると思わ
れますが、データの準備に時間を要するため、省略しても構い
ません。 
 
▽データの取得先： 

沖縄県津波浸水想定について（平成 27 年３月） 
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６ 到達地点と津波浸水想定域の重ね合わせ  

（１）避難経路の確認 

 各グループの避難経路をスマートフォンやカメラなどに記録し、重ねるハザードマップ

に避難経路を画面表示できるようにマーカーを地図上に置いていきます。 
    短時間で手際よく行う必要があるので、補助者の配置が望ましいところです。 

 

 

（２）津波浸水想定域の重ね合わせ 

 重ねるハザードマップ上の各グループの避難経路を表示し、津波を選択して沖縄県のシ

ミュレーション調査に基づく津波浸水想定域を表示して重ね合わせ、各グループの避難経

路との位置関係をクラス全体に見せます。 
   重ねるハザードマップに避難経路と津波浸水想定域を重ね合わせれば効果的です。 

 
 令和 7 年５月に開催された沖縄県総合防災訓練（基礎訓練）より重ねるハザードマップを使用。重ねるハザードマッ

プの津波浸水想定域は平成 27 年版が反映されています。 

スタート地点 

最終到達地点 
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  津波浸水想定域はあくまでも一定の条件下における想定であって、この浸水想定域内が

すべて津波に襲われるとは限りません。また、想定域外であっても、浸水する可能性はあ

ります。ですから、結果にとらわれる必要はまったくありません。 

 例えば、 
 「これはあくまでも想定ですから、実際の津波がこうなるとは限りません。この浸水域に

入っているか、いないかという結果は気にしないでください。どのように考えて判断した

かが重要です。」 

 というふうにフォローしてあげてください。 
 

７ 発表準備 （６、７合わせて 10 分）                        

 発表は短時間で行うので、特に次のようなポイントについて話し合ってもらいます。 
 

◎最終到達点と、そこに至った避難ルート。 どうしてそのルートを選んだか？(必須) 

・避難行動を話し合ったとき、どんな意見が出たか？ 

・津波を意識して避難を開始したのはいつの時点か？ 

・緊急地震速報が発表され、地震の大きな揺れに見舞われたとき、どうしたか？ 

 

８ 発表 （1２分） 

 時間的余裕がないので、短時間で多くのグループに発表してもらうか、小数のグループ

が発表して説明や質疑の時間をとるか、クラスの状況に応じて判断はお任せします。 
 基本的には、生徒の考え方や自由な発想を尊重するということですが、防災上の観点か

ら、次のような点について助言していただければと思います。 
 

助言や質疑のポイント 

＜避難開始のタイミング＞ 

・地震の揺れが収まって周囲の安全を確認した後、津波の襲来を直感してただちに、より高い

場所をめざして避難を開始するというのが望ましい行動です。津波警報等の発表を待つ必要は

ありません。震源が陸地に近いと、警報を聞いてからでは津波の襲来に間に合わないこともあ

ります。 

・性急すぎるのも問題です。今回は予め「津波避難」というテーマがわかっていることから、

緊急地震速報発表や地震動発生時に、いきなり避難を開始する生徒がいるかもしれません。し

かし大きく揺れているときに動き出すのはかえって危険です。まずは、転倒や周囲の危険物か

ら身の安全を確保する行動が必要です。 

・東日本大震災で生存した被災者のうち、地震直後に避難した人は約６割※でした。次の巨大

津波襲来時には、10 割になることを願います。（※出典：『東北地方・太平洋沖地震、津波に関



Ⅲ 資料編 

27 
 

するアンケート調査分析速報』（NPO 法人 環境防災総合政策研究機構、東洋大学） 
・堤防で必ず津波が防げるとは限りません。「巨大」という言葉を耳にしたら非常事態であると

判断し、堤防を当てにせず避難行動をとりましょう。 

 

＜避難ルート＞ 

・避難は、限られた時間であまり長い距離を移動することはできません。「より高くより安全な

場所」がポイントです。 

・津波は標高の低い平野部や、特に谷筋となっている川に沿ってかなりの距離を（陸地の奥の

方まで）遡上してきます。このため、川沿いの道は長い距離を移動しても津波に追いつかれる

おそれが高いといえます。出来るだけ川筋から横に離れて短距離で高い場所へ行けるルートを

捜す方がよいでしょう。 

・適当な道が捜せずに、道のない山をよじ登る選択をするグループがあるかも知れません。危

険性も考えられますが、命の危険が迫っているときに一概に良し悪しは言えません。生徒の判

断を尊重し、そう判断した理由が説明できればよいでしょう。なお、「道のない山を登るときは、

３分間で等高線 10ｍ」というルールとしています。・最初に目標としていた避難場所に到着し

た後、到達予想時間から判断して「より高くより安全な場所」へ避難すること（再避難行動）

も考えましょう。・避難ルートによっては、揺れによる家屋の倒壊、地震後の火災発生により想

定していたルートが通れない（使えない）場合もあります。 

 

９ 解説 （7 分）                                    

 スライドを見せながら、時間の許す範囲で以下のような説明を行ってください。 
 
○地震から身を守る ～ 緊急地震速報               

「緊急地震速報は、地震が発生したときに、地震による強い揺れを事前に知らせる情報です。 

『あわてず、まず身の安全を確保する』が基本です。 

家の中では、頭部を保護し、安全な場所に避難します。この場合、安全な場所とは、転倒物

や落下物からの被害が少なく閉じ込められない場所のことを指します。例えば、テーブルや

机の下などが挙げられますが、家庭によってそれぞれ状況は異なりますので、家の中ではど

こが安全な場所が予め確認しておくことが大切です。また、外では、倒れやすいブロック塀

や割れやすいガラス窓などから離れるなどして、身を守りましょう。 

緊急地震速報を見たり聞いたりしていないときに、突然地震の強い揺れがやって来たときも、

先ず、慌てずに身の安全を確保するということは同じです。しかし、上記に述べたように、

具体的な行動は、これらの場面に遭遇する時の周囲の状況に応じて異なります。 

大事なことは、とっさの場合に対応できるように、普段から訓練しておくことです（イメー

ジトレーニングでもよい！）。」 
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○津波から身を守る 

「津波の性質を正しく知って、避難のしかたを知るということが大事です。」   

 

「津波が発生するしくみは、こうです。                   

大規模な地震が起こると、海底の断層が大きくずれます。 

このため、海底が盛り上がったり沈んだりして海底から海面までの海水全体が動きます。こ

れが伝わっていくのが津波です。」 

 

                                                       

「地震によって海底から海面までの海水が動き、津波は長い周期を持って陸地に押し寄せるの

で、陸地では長時間流れ込んだり、あるいは長時間海へ引き戻されたりします。 

 “津波がやって来るときは、最初に大きく潮が引く”という人もいますが、必ずしもそうで

はなく、第一波が押し波の場合もあります。 

 津波は沖合ではジェット機並みのスピードで伝わってきます。陸地に近づくと次第に速度は

落ちますが、それでも短距離のオリンピック選手並のスピードで陸地に上がってくるので、

津波を見てからではとても逃げることはできません。」 

 

では次に、津波の威力を実験で見てみましょう。               

（動画をクリック）                           

「津波と普通の波は全然ちがいます。        

普通の波は水の表面近くだけが動いていて、寄せては返します。 

津波は、水の底から表面までの全体が動き、ずーっと押し寄せ続けます。 

これは、高さ５０cm の津波が来るところに人が立っていたらどうなるか、という実験で

す。 

本物の人です。 

ひざの高さくらいしかないわずか５０cm の津波ですが、人が流されてしまいます！」 

 
（必須） 
「ですから、津波から身を守ることの基本中の基本は、これです！       

『すぐ避難する』、『より高いところへ避難する』 

津波はものすごいスピードと破壊力でやってきて、どんどん陸地を駆け上がります。 

だから、すぐに避難！ 避難して『ここなら安心』と思わず、さらに高い場所をめざしまし

ょう。 

ただし、地震の揺れが大きいときは危ないので、揺れが収まってから冷静に行動しましょう。」 

                                                       

「津波は遠くまで伝わり、地震の揺れがそれほど大きくなくても、あるいは揺れをまったく感

じなくても津波がやってくることがあります。 

 1771 年の明和の大津波では、地震の揺れはそれほど大きくなかったようですが、30m を超
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える大津波がやって来て、宮古島、石垣島で１万人以上の死者がありました。 

 1960 年に地球の反対側、南米のチリで発生した巨大地震による津波が約 24 時間かけて日本

へも到達し、沖縄でも４ｍ近い津波があり、３名の犠牲者が出ました。 

 弱くてもゆっくりとした揺れを長い時間感じたら、 

 揺れが無くても津波警報を見聞きしたら、すぐに避難することが必要です。」 

                                                 
「津波は海岸に近づくと急に高くなり、特にＶ字型の湾の奥や岬の先端では高くなります。 

 また、津波は繰り返し襲来し、後から来る波が高くなることもあります。 

 これは、2010 年のチリ中部地震による北海道での津波の観測例です。第一波到達の４時間

30 分後に最大波を観測しています。ですから、津波警報が解除されるまでは、避難先から戻

ってはいけません。」 

「2011 年の東日本大震災のとき、岩手県釜石市の中学生は、地震の大きな揺れを感じてすぐに 

『津波が来るぞ、逃げろ！』と声をかけながら、率先して高台への避難を開始しました。 

これを見た隣の小学校の先生や小学生も津波の危険を感じて、一緒に避難し、 

小中学生たちは、決められていた避難場所よりもさらに高いところへ避難し、全員が助かりま

した。 

「すぐ逃げる」「まわりにも声をかける」と学んできたことが命を守ったのです。 

みなさんも、今日学んだことを活かして、いざというときに自分とまわりの人の命を津波から

守ってください。 

 

10 アンケート （省略可）   （３分） 

 可能であれば、ワークショップの改善のためにアンケートを実施します。 

（参考例） 

平成 26 年度、27 年度に球陽高校で実施したアンケートの質問項目 

 

４：強くそう思う、 ３：そう思う、 ２：そう思わない、 １：まったく思わない  

  の４段階から選択。 

Ｑ１．生きているうちに大津波の遭遇するだろう 

Ｑ２．（大）津波警報が発表されたときの行動を家族で決めている 

Ｑ３．津波避難シミュレーションは臨場感があった 

Ｑ４．津波避難シミュレーションでは助かった 

Ｑ５．気象台からの情報を見て適切な判断と行動ができた 

Ｑ６．津波の性質が理解できた 

Ｑ７．津波から命をまもるためには、どうすればよいか理解できた 

Ｑ８．ハザードマップを確かめようと思った 

   他に、疑問や感想を記述。 
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２校時連続（１００分）のシナリオ  

 

 ２校時連続の時間がとれれば、説明や発表の時間を十分にとれます。ワークショップの

大きな流れは、１校時（５０分）のシナリオと同じです。ここでは、進行の時間のみ示しま

す。内容については、５０分のシナリオを参照してください。 

 

 

  

１ 事前準備  

 
２ グループ分けの指示  （ここまで２分） 

 
３ 導入  （３分） 

 
４ 本ワークショップの説明  （１０分） 

 
５ 避難行動シミュレーション  （１4 分） 

 ※後半で３分間を１分間に短縮したところは、１分半や２分に伸ばすことは可能です。 
  ただし、後半は作業が単調になりがちなので、伸ばす必要はそれほどありません。 
 
６ 避難行動の結果と想定される津波被害との比較  （５分） 

 
７ 発表準備   （１６分） 

 

（ここまでで１校時修了、休憩） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
（２校時目） 

 

８ 発表  （３５分） 

 
９ 解説  （１０分） 

 

10 アンケート（可能であれば）  （５分）  
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Ⅲ 資料編 

 

１ 津波避難ワークショップ資料（別添） 

（１） 津波避難ワークショップひな型（グループワーク編） 

平成 28 年に作成された津波避難ワークショップを地図、ワークシートなど改

定、地図作成簡易マニュアル、グループの記録や発表準備シートなどを追加し

て更新しました。 

 

（２） 津波避難ワークショップひな型（解説編） 

① 一般向け 

従来の「津波避難授業プレゼンテーション」より解説部分を抜粋し、一般向け

（中学生～一般）の解説編としました。 

 

② 自治体等防災関係者向け 

防災関係者は地震や津波などの自然現象を踏まえて一般市民に対して避難指

示や防災行動を促す立場であり、地震・津波や防災のより深い知識を求められ

る。このため、防災関係者向けの解説編を新規に作成しました。 

 

（３） 付属資料 

① 地図作成簡易マニュアル 

各班が作業するための地図およびグループ発表時に使用する地図の作成方法

を示したマニュアルです。詳細はマニュアルを参照してください。 

◎地図の作成方法（WS作業用） 

  各班が作業するための地図を国土地理院地図より作成・印刷方法を示しま

す。 

◎地図の作成方法（グループ発表用） 

  グループ発表時に使用する各班の避難経路と津波浸水想定域を重ね合わせ

た地図の作成方法を示します。 
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② グループの記録 

各班が時々刻々のシナリオに応じてグループで話し合った行動（地震発生直後

の安全確保行動や避難）を記録するためのシート。シナリオ画面に表示された

番号の欄に記録係が話し合った内容をメモし、発表につなげることを想定しま

す。 

 

 

 

③ 発表準備シート 

グループの記録を踏まえ、発表準備時間に発表内容をまとめるためのシー

トです。発表項目は以下の 5点を想定します。 

・緊急地震速報を受けた時の行動 

・津波が来る可能性があると思った時と避難行動 

地図の作成方法（左：ワークショップ作業用、右：グループ発表用） 

グループの記録 
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・避難行動を開始した理由 

・避難ルートを選んだ理由 

・目指した地点への到達状況 

 

 

 

２ 津波の特性と避難行動に関する気象庁の広報資料 

（１） 気象庁リーフレット「津波警報が変わりました」 

  津波警報・注意報の利用方法をコンパクトにまとめたわかりやすい資料です。 
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunamikeihou/index.html 
 
（２） 気象庁パンフレット「地震と津波」 

 地震活動や過去の地震・津波による被害、気象庁が発表する情報等について詳しく説

明しています。 
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/jishintsunami/index.html 

 

発表準備シート 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunamikeihou/index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/jishintsunami/index.html
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３ 沖縄県の市町村別津波浸水想定域 

沖縄県 HP「沖縄県津波浸水想定について（平成 27 年 3 月）                          
～津波防災地域づくりに関する法律に基づく設定～」 
http://www.pref.okinawa.jp/site/doboku/kaibo/h27tunami/h27tunami_a.html 
から、市町村別の浸水予測図をダウンロードする。 
ここでは東村の領域を例にとります。 

 
 

 
ダウンロードした津波浸水想定図（東村） 

 

 

http://www.pref.okinawa.jp/site/doboku/kaibo/h27tunami/h27tunami_a.html

